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｢

黄
帝
医
籍｣

と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
典
籍
を
本
書
は
研
究
の
対
象

と
す
る
。
こ
の｢

黄
帝
医
籍｣

は
著
者
・
真
柳
氏
の
造
語
で
、『
漢
書
』

芸
文
志
所
掲
の
『
黄
帝
内
経
』『
黄
帝
外
経
』
に
由
来
す
る
医
書
で
あ

る
と
い
う｢

黄
帝
内
経｣

伝
説
に
よ
っ
て
現
代
ま
で
語
り
継
が
れ
て
き

た
六
書
、す
な
わ
ち
『
素
問
』『
針
経
︵
霊
枢
︶』『
難
経
』『
甲
乙
経
』『
太

素
』『
明
堂
』
の
総
称
で
あ
る
。
総
称
の
理
由
は
、こ
れ
ら
六
書
は｢

内

容
の
み
な
ら
ず
、
成
書
や
伝
承
・
普
及
の
経
緯
が
相
互
に
関
連
し
て｣

お
り
、
そ
の
歴
史
的
関
連
性
ゆ
え
に｢

一
括
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い｣

か
ら
だ
と
す
る
。

こ
の
六
書
は
著
者
が
研
究
に
取
り
組
み
始
め
た
頃
、
既
に
研
究
の
膨

大
な
蓄
積
が
あ
っ
た
が
、
同
時
に
未
解
明
・
未
解
決
の
問
題
が
山
積

し
、｢

黄
帝
内
経｣

伝
説
ぬ
き
に
は
歴
史
を
叙
述
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
ほ
ど
な
く
研
究
環
境
に
大
き
な
変
化
が
出
現
し
た
。
多
数
の
古
籍

ベ
ー
ル
を
脱
い
だ
古
医
書
の
群
像
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善
本
・
出
土
文
物
が
影
印
本
や
写
真
で
利
用
可
能
と
な
り
、
古
籍
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
よ
る
世
界
の
図
書
館
で
の
原
本
調
査
や
中
国
古

典
・
工
具
書
の
電
子
文
献
化
に
よ
る
字
句
検
索
が
容
易
化
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
既
存
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
研
究
を
進

め
れ
ば
、
従
来
の
議
論
に
終
止
符
を
打
て
る
と
の
予
測
な
い
し
希
望
が

著
者
を
本
書
の
執
筆
に
導
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
序
説
と
一
章
～
六
章
か
ら
成
り
、
序
説
で
上
述
し
た｢

黄
帝

医
籍｣

の
概
容
と
本
書
執
筆
の
意
図
を
述
べ
、
一
章
か
ら
六
章
で｢

黄

帝
医
籍｣

の
各
書
を
論
じ
る
。
そ
の
内
容
に
は
精
粗
の
違
い
は
あ
る
が
、

手
に
し
う
る
情
報
を
最
大
限
に
利
用
し
、
推
理
力
と
想
像
力
を
駆
使
し

て
黄
帝
書
籍
に
関
す
る
大
小
の
問
題
に
次
々
と
答
え
を
出
し
、
各
書
に

関
す
る
詳
細
か
つ
壮
大
な
文
献
学
的
論
述
を
構
築
す
る
。
こ
の
よ
う
な

真
柳
誠
著

黄
帝
医
籍
研
究
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本
書
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
こ
と
は
極
め
て
多
い
が
、
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
も
あ
り
、
評
者
が
強
い
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
箇
所
を
中
心

に
取
り
上
げ
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

『
素
問
』
章

版
本
系
統
の
問
題
が
本
章
の
大
半
を
占
め
る
。『
素
問
』
に
関
心
を

持
つ
者
の
多
く
は
、
北
宋
以
降
の
『
素
問
』
の
テ
キ
ス
ト
は
新
校
正
本

の
比
較
的
単
純
な
展
開
で
あ
る
と
理
解
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
著

者
は
詳
細
な
調
査
・
研
究
に
基
づ
き
、
北
宋
以
降
の
新
校
正
系
の
古

版
本
は
①
煕
寧
二
年
︵
一
〇
六
九
︶
新
校
正
本
、
②
元
豊
間
︵
一
〇
七
八

～
八
五
︶
孫
氏
校
刊
本
、
③
宣
和
三
年
︵
一
一
二
一
︶
校
刊
本
、
④
紹
興

二
五
年
︵
一
一
五
五
︶
刊
本
の
四
系
統
に
大
別
さ
れ
る
と
す
る
。
纏
め

れ
ば
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
更
に
枝
分
か

れ
し
、そ
の
全
て
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

最
善
本
と
さ
れ
、
よ
く
知
ら
れ
た
顧
従
徳
本
に
つ
い
て
新
知
見
を
紹
介

し
、
ま
た
そ
の
信
頼
性
を
断
言
す
る
が
、
現
存
本
に
関
す
る
疑
念
も
率

直
に
述
べ
て
い
る
。
本
書
の
記
述
は
、『
素
問
』
の
版
本
に
関
し
て
、

大
方
の
理
解
の
も
つ
大
き
な
欠
陥
を
補
い
、
現
段
階
で
知
り
う
る
最
高

レ
ベ
ル
の
成
果
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。
著
者
の
文
献
学
的
論
述
に
圧

倒
さ
れ
る
章
で
あ
る
。
な
お
、
本
章
を
読
む
際
、
第
一
節｢

序
論｣

四

｢

版
本
系
統｣

所
掲
の｢

﹃
素
問
﹄
本
篇
の
古
版
本
系
統
図｣

の
コ
ピ
ー

を
傍
ら
に
置
か
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い
。

『
針
経
』
と
『
霊
枢
』
章

古
く
は
『
九
巻
』『
針
経
』
と
呼
ば
れ
た
が
、
現
在
見
る
こ
と
の
で

き
る
『
霊
枢
』
は
そ
の
末
裔
で
あ
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

著
者
は
『
九
巻
』︵
張
仲
景
・
王
叔
和
︶
か
ら
『
針
経
』
九
巻
︵『
甲
乙
経
』

序
︶・『
黄
帝
針
経
』︵
唐
・
永
徽
医
疾
令
︶
を
経
て
現
『
霊
枢
』
ま
で
の

足
取
り
を
丹
念
に
考
察
す
る
。
中
で
も
、
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
『
黄

帝
針
経
』
が
『
霊
枢
』
に
改
名
・
改
編
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
で
あ
る
。

文
献
学
的
諸
要
素
は
勿
論
、
南
宋
王
朝
の
政
治
的
動
向
が
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
想
定
す
る
。
ま
た
現
『
霊
枢
』
の
歴
史
が
無
名
氏
本
→
未
詳

元
版
→
紹
興
本
→
元
祐
本
→
高
麗
・
新
羅
本
→
唐
政
府
本
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
の
解
明
も
興
味
深
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
妥
当
な
推
論
と
思
わ

れ
る
。
章
末
第
六
節｢

現
﹃
霊
枢
﹄
の
諸
本｣

は
現
在
使
用
す
る
版
本

に
関
す
る
考
察
で
あ
り
、心
に
留
め
置
く
べ
き
事
柄
が
書
か
れ
て
い
る
。

明
・
無
名
氏
二
四
巻
本
系
に
つ
い
て
『
経
籍
訪
古
志
』
の
高
評
価
は
鵜

呑
み
に
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、和
刻
九
巻
本
系
は
問
題
が
あ
る
も
の
の
、

『
針
経
』
九
巻
の
旧
態
を
追
求
す
る
と
い
う
史
的
意
義
が
あ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。
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『
難
経
』
章

本
書
の
中
で
最
も
記
述
の
少
な
い
章
で
あ
る
。そ
の
成
立
に
つ
い
て
、

原
『
素
問
』『
霊
枢
』
と
の
関
係
お
よ
び
扁
鵲
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

妥
当
な
推
論
で
あ
ろ
う
。
現
在
使
わ
れ
る
『
難
経
』
に
つ
い
て
、初
唐
・

楊
玄
操
の
手
に
成
る
『
難
経
集
注
』
の
系
統
を
引
く
が
、
そ
れ
以
前
の

『
難
経
』の
編
次
は
最
近
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
。『
難
経
集
注
』以
前
の『
難

経
』
の
編
次
の
み
な
ら
ず
記
述
様
式
を
暗
示
す
る
資
料
に
つ
い
て
研
究

成
果
を
紹
介
す
る
記
事
は
目
を
引
く
も
の
で
あ
る
。

『
甲
乙
経
』
章

そ
の
序
文
は
漢
書
芸
文
志
記
載
の
『
黄
帝
内
経
』
と
隋
書
経
籍
志
以

降
に
記
載
さ
れ
る
『
素
問
』『
針
経
』『
霊
枢
』
と
の
関
係
を
明
記
す
る

数
少
な
い
資
料
で
あ
り
、
中
国
伝
統
医
学
に
関
心
を
持
つ
者
に
と
っ
て

『
素
問
』『
霊
枢
』
が
漢
代
医
学
を
伝
え
る
文
献
で
あ
る
と
推
定
す
る
最

も
有
力
な
根
拠
で
あ
る
。
そ
れ
を
著
者
は
明
快
な
分
析
に
よ
り
根
底
か

ら
覆
す
。
こ
れ
ま
で
他
に
依
拠
す
べ
き
資
料
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
序

文
に
頼
っ
て
き
た
評
者
と
し
て
は
、
反
論
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、客
観
的
に
見
れ
ば
仮
説
は
妥
当
性
が
高
い
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

伝
承
に
お
け
る
政
治
情
勢
と
の
関
係
の
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
本

章
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
本
書
全
体
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
り
、
文

献
考
証
に
厚
み
を
加
え
る
役
割
は
大
き
い
。
他
の
研
究
者
達
が
蓄
積
し

た
注
文
の
書
式
に
関
す
る
成
果
に
対
し
、
著
者
が
新
た
な
解
釈
を
示
す

部
分
が
あ
る
が
、
文
献
学
的
視
点
で
広
く
深
く
古
典
籍
に
向
き
合
っ
て

き
た
著
者
に
し
て
初
め
て
提
示
で
き
る
答
え
で
あ
ろ
う
。

『
太
素
』
章

第
二
節｢

成
書｣

で
は
『
太
素
』
の
選
者
・
楊
上
善
の
も
の
と
さ
れ

る
墓
誌
に
関
連
す
る
部
分
が
最
も
興
味
深
か
っ
た
。
当
該
墓
誌
に
関
す

る
論
考
、
張
固
也
・
張
世
磊｢

楊
上
善
生
平
考
拠
新
証｣

は
、
墓
誌
の

記
述
と
既
存
の
資
料
に
見
え
る
楊
上
善
の
記
述
の
関
連
付
け
を
行
う

が
、
そ
の
関
連
付
け
の
妥
当
性
に
つ
い
て
首
肯
で
き
る
所
と
不
安
に
感

じ
る
所
が
併
存
す
る
。
主
に
後
者
に
つ
い
て
、
著
者
は
墓
誌
の
記
述
と

の
関
連
づ
け
を
補
佐
す
る
が
、
そ
の
補
佐
す
る
内
容
の
妥
当
性
に
つ
い

て
も
両
張
氏
の
論
述
と
同
様
に
評
者
に
は
二
種
類
の
所
感
が
存
在
す

る
。
ま
た
、
墓
誌
と
の
関
連
で
問
題
に
な
る
の
が
、
諱
と
字
の
並
記
で

あ
る
。
墓
誌
は
楊
上
善
の
上
を
諱
、
善
を
字
と
し
、
両
張
氏
は
諱
字
並

記
が
唐
代
に
は
頻
繁
に
行
わ
れ
た
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
頻
度
を
別
に

す
れ
ば
、
唐
代
以
外
の
史
書
に
も
見
ら
れ
る
事
な
の
で
、
十
分
あ
り
得

る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
奉
勅
撰
書
に
諱
・
字
を
並
記
す
る
こ
と
は
管

窺
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
は
な
く
、
判
断
を
下
し
か
ね
る
。
識
者
か
ら
の
ご

指
摘
を
待
ち
た
い
。
第
三
節｢

伝
承｣

の
遣
唐
使
関
与
の
推
定
、
第
四

節｢

現
存
本｣
の
仁
和
寺
本
、
そ
の
中
国
へ
の
環
流
な
ど
に
関
す
る
詳
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細
な
記
述
も
印
象
に
深
く
残
っ
た
。

『
明
堂
』
章

原
『
明
堂
』
の
成
書
年
代
・
旧
態
と
そ
の
魏
晋
か
ら
隋
ま
で
の
伝
承
・

変
化
・
影
響
を
提
示
し
、
唐
代
か
ら
平
安
時
代
に
至
る
『
明
堂
』
関
連

文
献
の
相
互
関
係
解
明
を
基
礎
に
、
先
人
の
『
明
堂
』
像
推
定
作
業
の

妥
当
性
を
確
認
し
た
。
と
り
わ
け
『
明
堂
』
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る

孔
穴
と
経
脈
に
対
す
る
認
識
が
前
漢
代
か
ら
唐
代
ま
で
変
遷
し
た
過
程

の
体
系
的
論
述
は
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
書
名｢

明
堂｣

に
関
す
る
本
章
の
仮
説
に
触
れ
て
お
き
た
い
。｢

明
堂｣

の
意
味
が
、

本
書
の
論
述
中
で
評
者
の
研
究
成
果
が
あ
る
唯
一
の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
︵
成
果
は
中
国
と
日
本
で
講
演
し
た
が
、
活
字
化
未
了
︶。
本
書

は｢

明
堂
者
鼻
也｣

︵『
霊
枢
』︶と
天
子
執
政
の
場
所︵『
礼
記
』等
︶が｢

明
堂｣

で
あ
る
事
を
結
び
つ
け
、
人
体
に
お
け
る
天
子
執
政
の
場
所
を
意
味
す

る｢

明
堂｣

を
書
名
と
し
た
と
す
る
。
評
者
の
見
解
で
は
、気
が
通
じ
、

気
の
状
態
を
観
測
で
き
る
部
位
・
場
所
が
方
技
文
献
に
お
け
る｢

明
堂｣

の
基
本
概
念
で
あ
り
、
広
義
に
は
本
書
が
記
述
す
る
天
子
執
政
に
当
た

り
日
月
五
星
を
観
測
す
る
場
所
に
関
連
す
る
。

本
書
は
全
篇
に
わ
た
っ
て
読
み
応
え
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
全
般
的

な
印
象
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
本
稿
冒
頭
で
要
約
し
た
著
者

の
執
筆
動
機
・
意
図
に
述
べ
ら
れ
た
諸
条
件
を
隈
無
く
利
用
し
、
情
熱

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
し
て
生
み
出
し
た
仮
説
に
満
ち
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
素
直
に
首
肯
で
き
る
も
の
か
ら
、
一
つ
の
考
え

方
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
時
に
疑
問
を
感
じ
る
も
の

ま
で
、
多
種
多
様
な
仮
説
が
存
在
す
る
が
、
ど
れ
も
未
知
・
未
解
決
の

問
題
に
全
て
答
え
を
用
意
し
た
い
と
い
う
著
者
の
強
い
思
い
が
に
じ
み

出
て
い
る
。
一
方
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
記
述
さ
れ
る
文
献
学

的
文
脈
は
辿
る
の
に
苦
労
す
る
一
面
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。ま
た
、

本
書
の
詳
細
な
註
釈
は｢

黄
帝
医
籍｣

を
扱
う
場
合
の
基
本
文
献
集
と

し
て
も
有
用
で
あ
る
。
今
後
、｢

黄
帝
医
籍｣

を
直
接
扱
う
場
合
は
勿
論
、

間
接
的
に
扱
う
場
合
に
も
必
読
の
文
献
で
あ
る
。

（
は
や
し
・
か
つ　

大
東
文
化
大
学
名
誉
教
授
）

♣


